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研究成果の概要：ため池の生物多様性や生態系機能の基盤となる水生植物の種多様度を指標と

して，保全に有効な空間スケールを示し，種多様度を減少させる環境因子との関係を明らかに

した．市街化，水質汚濁，面積の拡大などが種数の減少をもたらしていた． 釧路湿原シラルト

ロ湖の沈水植物の分布は、水深、ヒシの現存量、底質の礫と泥の割合に影響され，根を張る沈

水植物種がヒシ群落の拡大による負の影響を大きく受けることがわかった．  
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１．開始当初の背景 
 淡水域での水生植物群落は、物質循環を促
進する生態的機能の面からだけでなく、水域
を利用する多くの動物群集の生息場所とし
て、水域生態系にはなくてはならない生態系
構成要素である．しかし、多くの湖沼やため
池では、埋め立て（干拓）、護岸、灌漑期に
あわせた春先の高い水位設定、富栄養化、土
砂の流入、除草剤などの流入、侵入植物の繁
茂などの影響で、過去半世紀にわたり、在来
の水生植物群落の衰退や在来水生植物の種
数の減少が起きている． 

淡水域の水生植物種の分布特性について

は、これまで、水質や比高・水位変動の季節

性との関係から議論されてきた。また、水生

植物の種数は、水域の「面積」と「一次生産

量」との関係から示されているが、その他の

環境要因との因果関係を明確に示した研究

は乏しい。 

 
２．研究の目的 
 淡水域の生物多様性と生態的機能の基盤
となる水生植物に着目して、在来の水生植物
の種多様度や現存量を説明する環境因子を
明確にすることで，淡水域の生物多様性を効



率的に保全するための基礎資料を提供する．
具体的には， (1) 多様な水生植物が残って
いるため池の多い兵庫県北播磨・東播磨地域
を対象としたフィールド調査から、その種多
様度を決定する空間スケールと環境要因を
明らかにする．(2) 近年、富栄養化などによ
り急速に沈水植物群落が衰退している釧路
湿原シラルトロ湖を対象としたフィールド
調査から、ヒシ群落の拡大に伴い消失の危機
にある沈水植物の分布を支配する要因を，ヒ
シの拡大に対する応答に着目して解析する．  
 
３．研究の方法 
 
 (1)周辺環境や植生の異なる 55 のため池を
選定し、池ごとに出現する水生植物相、水質
（透明度、全窒素量、全リン量、pH、クロロ
フィル a量、懸濁物質量、溶存有機炭素濃度、
溶存酸素濃度）、水深の現地調査を実施した。
池周辺の土地利用は、GIS 情報を整備するこ
とで求めた。池の面積は 1/2500 の土地改良
図から求めた。解析には一般化線形モデルを
用いた。 
 
(2) 釧路湿原シラルトロ湖に 45地点を設け、
おのおのの地点で、現場測定（水深、pH、水
温、溶存酸素濃度、光量子の減衰、）、水質測
定のための採水、底質測定のための底泥コア
の採取、ヒシならびに沈水植物種の現存量の
採取を実施した。水質については、表層水の
TP、TN、SS、Chl.a、DIC、DOC、Na+、K+、Mg2+、
Ca2+、Cl-、SO４

2-、NH4-N、NO2-N+NO3-N、SRP、Fe、
Siを測定した。底質については、表面から
10cmまでの有機物含量と粒度組成を分析し
た。解析には一般化線形モデルを用いた。 
 
４．研究成果 
 
(1)  ため池の結果について 
①池の周辺の土地利用と位置情報を説明変
数とした一般化線形モデルにより，池に生育
する在来の水生植物種の種多様度を最もよ
く説明する空間スケールを求めた．結果は，
抽水植物では池の周辺から1000m, 2500m, 浮
葉植物は 500m, 沈水植物は 10m, 75m, 100m
と水への依存度の高い生活形ほどスケール
は小さくなった。 
②同様に、水質（主成分分析により主成分化
した．水の透明性．）を従属変数として解析
した場合は、100m, 250m となった。この結果
は、沈水植物と浮葉植物が，抽水植物より、
水質の影響を受けやすいことを表している
と考えられた．どの生活形においても，種多
様度は水の透明性と正の関係があったが，中
でも沈水植物が，最も，池の水質の影響を受
けることが示された． 
③どの生活形についても、種数は市街化面積

の割合により減少した．さらに，抽水植物と
浮葉植物の種数は、池の水深が深いほどげん
しょうした．面積については一山型を示し，
5000m2までは増加したが、それ以上になると
減少した． 
④すべての生活形の水生植物グループの種
数は，水質（（主成分分析により主成分化し
た．水の透明性．）と関係したが，中でも沈
水植物種の出現は，その変動の 22%を説明し
た． 
⑤水生植物の保全を考える空間スケールを
示すとともに、市街化と池の拡大はため池の
水生植物の種多様度を減少させる主たる要
因であることを示した。 
 
(2) 釧路湿原シラルトロ湖の調査研究につ
いて 
①沈水植物群落全体の現存量分布を説明す
る要因として選ばれたのは、水深、ヒシの現
存量、底質の泥と礫の各割合だった。沈水植
物は、ヒシの生育している水深よりもやや深
い場所に生育し、泥割合が高い場所に少なく、
礫割合の高い場所に多かった。特に、底質に
ついては、ヒシの分布が、泥割合が高い場所
に多く、礫割合の高い場所に少ないという結
果と反対で、沈水植物とヒシとで生育場所の
底質環境が異なることが明らかになった。 
②出現回数が多かった優占上位 6種について、
ヒシと負の関係にあったのは、ホザキノフサ
モ、センニンンモ、エゾヤナギモで、反対に
正の関係にあったのは、クロモとホソバミズ
ヒキモだった。マツモは、関係が見られなか
った。結果から、今後ヒシ群落が拡大すれば、
ホザキノフサモ、センニンモ、エゾヤナギモ
といった大型で根を張るタイプの沈水植物
が減少する可能性があることが示唆された。
このメカニズムの仮説として、ヒシ群落の発
達により、水中のより細かい粒子が沈降しや
すくなり、泥の割合が高くなったことによっ
て、根を張る沈水植物の生育に不利な環境に
なったと考えられた。 
③今後、ヒシ群落が拡大すると、消失するリ
スクの高い沈水植物種の特徴などについて
明確になったことで、優先的に保全すべき種
が特定された。 
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